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―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★「今ある組織の上に新たな組織を作って、

果たして地域が良くなるのでしょうか」とい

う女性の言葉が耳に残っています。｢今なぜ

『地域活動協議会』か！｣（1頁）での参加者

インタビュー。古人の言葉にも「あらためて

益(やく)なき事はあらためぬとよしとするな

り」（『徒然草』）とあるように、本当にこの新

組織が地域にプラスになるのか、その発想は

どこから来たのか、また今ある組織はこのま

まで良いのか、ぜひ感想をお寄せ下さい。 

★その一方で、古くても価値ある物は残すだ

けでなく、更に発展させていくべきでしょう。

｢教室合同発表会｣(25 頁)での高齢者の民謡

や詩吟は、単に練習の成果を発表していると

いう以上の輝きが感じられました。酒造りや

牧畜という各地方の労働の中から生まれた歌

詞や旋律の力強さ、優しさ、また陽気さ、哀

しさ―。ちょっとした解説も加えていますの

で、ぜひ紙上で味わってみて下さい。 

★古いといえばもう二つ、「戦争体験語り継ご

う」（38頁）と「故郷の話をしよう」（28頁）。

今月から新たな語り手を得てシリーズの命脈

が保たれ、取り敢えずはホッとしています。

片や裕福な幼少期が戦争で転変していく過程

を、片や極小の島での心温まる少年期を、ぜ

ひ時空を超えて疑似体験してみて下さい。 
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